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はじめに

この文章は、グローバ リゼーション研究の一環 として、地球規模の交通 ・通信体系が

成立する歴史的プロセスを研究してきた成果の一部を、ここで報告するものである。こ

のペーパーではアメ リカとイギ リスとの北米大陸と太平洋における競合関係に焦点を絞

って、この問題を取 り扱 うことに したい。それは、このシンポジウムが開かれるバンフ

とい う高原 リゾー トの成立とも深く関わっているが、一見すると 「日本研究」と関係の

ないかのようなテーマを敢えて選んだのは、 「日本」を徹底的に外側から見たかったか

らである。

タイ トルを、横浜への 「もう一つの道」 としたのは、もちろん理由がある。この背景

説明を最初にしておこう。1848年 から、カ リフォルニアのゴール ド・ラッシュを

背景にニューヨークからサンフランシスコまで、パナマ地峡経由でアメリカ合衆国の東

海岸 と西海岸を結んでいたパシフィック ・メールが、1867年1月1日 から、サンフ

ラシシスコ ・横浜 ・香港航路を開設した。この航路の完成により、イギリスから東回 り

で東アジアへ進出してきていたイギリスを中心 とす る蒸気船を中心とするコミュニケー

ション網(P&0が 、その中心的存在であった)と 、米国の西進運動が横浜 ・香港で合体

し、定期蒸気船航路を乗 り継げば、地球一周が可能になったのである。さらに、186

9年 、スエズ運河 と米国大陸横断鉄道の完成は、このような流れを、より確実なものに

する。 この、グローバ リズムの原型 とでも言 うべきものを作ったのは、イギリスとアメ

リカの激 しいライバル意識であった。それは、大西洋横断航路における両国の激 しい競

争にその典型が見ることができる。新興国のアメリカは、西進運動 を続ける中で、しだ

いに独 自の北米大陸における歴史的使命感や、国土意識を持つようになった。.

第1章 、大英帝国の地球回廊

地球 を一周するコースは、1869年 の段階では、基本的にはただ一つであった。

先の章で見たよ うに、大西洋航路 ・アメリカ大陸横断鉄道 ・パシフィック=メ ール ・

P&0を 中心的なルー トとしており、あとは個人的好みで、中国の奥地への河川交通を利

用した旅行やイン ド亜大陸の鉄道旅行などが組合わさって、 「小 さな」 「丸い」地球を

周回するのが、普通であった。これは、アメリカの東海岸から中国まではアメリカが、

そして中国からヨーロッパを越えてアメ リカの東海岸までは、基本的にはイギ リスが交

通の覇権を掌握 していた とい うことである。19世 紀の中葉以降は、イギ リスとアメリ

カの両国は、地球の交通体系を、分け合っていた。

この構造に、大きな変化がもたらされ る時代が、19世 紀の80年 代に出現する。ア

メリカ合衆国の北に広がる、 「カナダ」 と呼ばれる国の変化が、本書の最終章の主題で

ある。 日本では、カナダの歴史に関する関心は、全 くと言っていいほどない。 「カナダ
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史 」 と名前 の付いてい る著書 は3冊 しかない。 また 、アメ リカで も 「カナダ」 とい う国

は、非 常に存在感 が うすいのが、私 の2年 間のア メ リカでの生活 の問の実感で ある。 し

か し、 このカナダの存在が、60年 代 後 半にで きた地球周 回のル ー トと、ア メ リカ の地

理 的位置 の優位 さを もとに した、 アメ リカの早産的 な交通覇権 を揺 るがす よ うになって

くる。

カナダ史に造詣の深い読者 には、気 の毒だが、簡 単にカナダ成立の基本的 な論 点 を整

理 してお こ う。 ヨー ロ ッパ におけ る7年 戦争 の北 ア メ リカ大 陸版 で あ る、 フ レンチ ・

イ ンデ アン戦争が起 こ り、 フランス ・イ ンデア ン連合 軍はイギ リス軍に敗北 した。 この

結果 を受けて1763年 の パ リ条約 に よって、い まのカナダ と呼ばれてい る地域 にあ っ

たニュー ・フ ランスが、ケベ ックの 「宗教 の 自由」(つ ま りカ トリックの容認)を 条 件

に、カナダー帯か ら撤退 を決 めた。 フ ランスがア メ リカ大陸全体か らの全面的 な撤退 を

決 めた のは、1806年 の 「ル イ ジアナ購i入」 にお いてで ある。 こ こでい う 「カ ナ ダ

領 」(DominionofCanada)と は 、せいぜいオ ンタ リオ ・ケベ ックあた りまで を指 し、 そ

の西方や北方の広大な土地 はハ ドソン ・ベ イ ・カ ンパニー とい う特権的会社 が所有 して

いた。独 立 したア メ リカ合衆 国 と 「カナ ダ領 」 の 国境 線 も、1846年 ま では不 明瞭

だった。 この年 、北緯49度 線 をもって 「カナ ダ領 」 と 「合 衆国」 の国境線 とす るこ

とが、一応確 定す るが、西方 の土地 に関 して は、 明確 ではなかった。また、1843年

に 、太 平洋岸 の一帯 の土地 はスペイ ン とロシア とイ ギ リス とが競合 関係 にあった が 、

「ブ リテ ィシ ュ ・コロンビア」 として正式のイ ギ リスの 「直轄植 民地」 となった。186

6年 に は、ヴァンクー ヴァ島がブ リテ ィッシュ ・コロン ビアに加入 してい る。

言 い換 え ると、現在のカナ ダは、由来 を異 にす る3つ の地域が合わ さるこ とで成 立 し

た国であ る。南北戦争後 のアメ リカ合 衆国の議会や新 聞の、合衆国の北方 に広 が る地域

に対 す る膨張主義的な主張 が頻繁 に見 られ るよ うになったせい もあって、1867年7

.月1日 に、イギ リスか らの外交 ・軍事 を除いた領域 にお ける政治的 自立 を達成 した 「ヵ

ナ ダ 自治領 」 となった。 この 日を もって、現在で も、カナ ダは独立記念 日としてい る。

ただ し、誤解 してはな らない のは、 この 当時 の 「カナダ 自治領」 は、今 日のカナダの領

土の10分 の1も なか った とい う点であ る。それ は、ニ ュー ・ブル ンズ ウイ ック ・ノヴ

ァスコシア ・オ ンタ リオ ・ケベ ック とい う4つ の州 か らな っていたが、人 口は、わず か

330万 人 。そ して人 口の80%が 、 オ ンタ リオ とケベ ックの両州 に住 んでいた。 多 く

の移 民は、豊かな生活 を求 めて 「自治領 」 に来 て、 この国の発展 を夢見 たが、18』67

年 の カナダ人に とって、それ は、単な る 「願望」 で しかなか った。工業化 は遅れ 、狭 い

面積 の土地に、少数の人 口しか住 んでいない 「カナ ダ 自治領」 は、今 のカナ ダの出発 点

の1つ に しか過 ぎなかった。

ニュー ヨー ク ・トリビュー ンは、カナ ダの 「独 立」 につい て、次 のよ うな記 事 を載せ

ている。 「カナダ 『自治領』(dominion)の 実 験 が失敗 した とき、それ は失敗す るに決

まってい るが、平和的な吸収合併 のプ ロセス によって、カナ ダは偉大 な北 アメ リカ共和

国(要 す るにアメ リカ合衆 国の こと。 著者注)の 中に しか るべ き適切位置 が与 えられ る

だろ う」。 この よ うな記事 よ りも以前 に、セ ワー ドが、セ ン ト・ポール でカナダ併合 に

関す る演説 を したのが、1860年 の ことで あった。彼 は、 ロシア人 がアラスカで、港

湾 ・町 ・要塞の建設 に邁進 してい るの を見守 り、それ らはいずれ、 「合衆 国の文明 を知

らしめる記念碑 」にな る と言い放 った あとで 、次 の よ うに述べ る。 「そ して私 はプ リン

ス ・ル ーパ ー トやカナ ダを見渡す。 そ こで は、利 口で企業家精神 に富む野 心家た ちが 、

川 に橋 をかけ、運河、鉄道 、電信装 置 を建設す るこ とに専心 し、五大湖 の北や 、セ ン ト
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ロー レンス川、ハ ドソン湾 にイ ギ リス の州 を建 設 し、維持 してい る。 私は こ う言お う。

『上出来だ。君 たちは素 晴 らしい州 を用意 して くれた。将来 、アメ リカに加 入 を認 め ら

れ よ う』」。 「戦争」 に よって 「独 立」 を勝 ち取ったア メ リカ と、漸進 的 に 「自治権」

の獲 得 を してい ったカナ ダの社 会的体質 の違 いが、 この よ うな意 見に反 映 されてい るの

であ ろ う。カナ ダ と、 その背後 にい るイ ギ リスに とって、活力 に満 ちた、膨張主義的傾

向を しだいに現 してきたアメ リカは、常に脅威 の的であった。

1869年 に、ハ ドソン ・ベ イ ・カ ンパ ニー の持つ広大 な所有 地は、 「自治政府」 に

引き渡 され、会社側 はその見返 りに30万 ポ ン ドの現金 と700万 工 一カーの肥沃な土

地 を入手 した。 さらに、 この2年 後の1871年 、 カナ ダは重大 な決 定を行 った。それ

は、ブ リテ ィシュ ・コロン ビアの 「カナ ダ 自治領 」への参加 が決 定 され た ことで ある。

この決定 には、条件 がつ いていた。2年 以 内にブ リテ ィシュ ・コロン ビア とカナダの残

りの部分 を結ぶ、大陸横 断鉄道 を着工す る とい う条件で ある。イ ギ リスに対 して対照的

な態 度 を示 して きた、 アメ リカ とカナ ダは 「海 か ら海へ」 とい う願望 においては共通す

るもの を持っていた。大西洋 と太 平洋 の両洋 に面す る国家 になる とい う、根 強い願 望が

それ で ある。ハ ドソン ・ベイ ・カ ンパ ニー は、長年にわた って大西洋 と太 平洋 を結ぶ北

西航 路の探 索を続 けてきた。

も ちろん、 この よ うな決断 の一つ の背景 になって いた のは、先 に両岸 国家 になって

いた アメ リカの影響 で あっただ ろ う し、セ ワー ドに典 型的 に見 られ る、アメ リカの膨

張主義 的傾 向が、カ ナ ダとその背後 に存在 してい るイ ギ リスの危機 感 を深 めた ことは

間違 いない こ とで あろ う。3つ の背 景 を異 にす る地域 を連合 させ て、 カナダ 「連合 」

(confederation)を 造 りあげ、カナ ダ(イ ギ リス)独 自の交通体 系を築 き上 げよ うとし

たのは、ア メ リカがイ ギ リスの交通覇権 を恐れ た(P&0の 東 洋へ の体 系的進 出や 、サ ン

フラ ンシス コをイ ギ リスが領有す るの ではないか といった)よ うに、今度 は逆 に北米 で

後れ を取 った こ とに対す るイ ギ リスの不安 であった よ うに思われ る。1861年2月1

6日 の 「イ ラス トレイテ ィ ド ・ロン ドン ・ニュ ウズ」(通 常 は 「絵入 りロン ドン新 聞」

といわれてい る;週 刊)の 一面 に 厂大西洋 か ら太平洋へのイ ギ リスの鉄道」 とい う記 事

が掲載 されている。

この記事 によれ ば、1858年 の イ ギ リス議 会の閉会式で ヴィク トリア女王は、 「太

平洋側 の新 しい植民地(ブ リテ ィシ ュ ・コロン ビア)の 速やか な発展 のコー スをた どる

こ とを、ただ望みたい。 そのためには、私 の北米 の領 土(dominion)が 究極 的には人 口が

増加 し、忠実で勤勉 な人 口が大 西洋 か ら太平洋 まで しっか りと した鎖 で結びつ け られ る

こ とが、必要 なのか も知れ ない」 と述べ た。 この 「女王のス ピー チ」 は、イ ギ リス とカ

ナ ダの両方で大 きな反響 を呼んだ。 ア メ リカ合 衆国の、 ゴール ド・ラ ッシュ と、それ を

契機 と した西海岸 の爆発 的発展 が、 「女王」 の発 言になん らか の影響 を与 えてい るので

はなかろ うか。

記 事では、カナ ダの現状 に触 れ ると同時に、中国や 日本 との条約締結 に も言及 し、 さ

らには興味深い こ とに、ヘー プ ・ホー ンやパナ マ経由の コース の回 り難 さや 、スエズ ・

紅海 ルー トが(周 囲の政治 的不 安定 さのために)安 定度が低い こ とを正直 に述べ てい る

点 で あろ う。東洋へ の道 は、既 に述べ たよ うに、イ ン ドの植 民地支配 とい うものが主眼

となって、開発 され た ものであ る。 「東 回 り」 の発想 は、 この限 りでは 自然 であった。

とこ ろが、 この記事 は、カナ ダ を両岸 国家 に して、 「西回 り」で 中国や 日本 を見てい る

点 で ある。 もちろんカナ ダ 自体 の発展 のために も、アメ リカ合衆 国の ように、両岸 国に

なる必要が あった。 だが、その視線 は それ を越 えて、 「西か ら」 アジア ・太平洋 の国々
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を見てい る点で ある。 これ は、イギ リスに とって、地球 を見 る目の大変革 であった。記

事 はい う。 「地図 を見てみ よ う。 そ こには、われわれ は 『イギ リス のアメ リカ』 と して

色 を塗 られた地域の広が りを見 る ことが出 きる。東海岸 は巨大な大西洋 に面 し、西海岸

は太 平洋 に面 してい る。400万 平 方マイルの土地 が、そ こにはある。地球 の陸上面積

の9分 の1が そ こにあるのだ」。 この認識 は、非常 に重大 で ある。現在 のカナ ダ と呼 ば

れ てい る統一 された国土 を、初 めて鳥瞰 してい るの であ る。3つ の異 なる地域 が、バ ラ

バ ラに割拠 していた 「イ ギ リスのアメ リカ」 を、一つ の国土 と して 、ハ ッキ リと自覚 し

ている。それは、領有権 の究極 の保 持者 であった 「ヴィク トリア女王」 しか持 てない視

点であったか も知れ ない。 この国土は、南に広が る 「反 逆者 」がつ くっている発展 途上

の強国 と、 同等か、それ以上 に強力な国家 に成長す る可能性 を秘 めているよ うに、思 わ

れ たので ある。結論 は単純 明快 であ る。 「イギ リス の領 土 を通 って、大西洋 か ら太平洋

までの確 固たる道路 と鉄道 のライ ンを うち立て よ う」。

具体 的には、それ は 「カナ ダ太平洋鉄道会社」(CanadianPac丗cRailwayCompany)

が設 立 された。社長 には、モ ン トリオールの銀行家 とハ ドソン ・ベ イ ・カンパ ニーの高

官 が就 任 したが、資金不足 のために苦 しんだが、建設 の条件 は、 アメ リカ大陸横 断鉄道

のや り方 と同じで あった。資金 の援助 と、建設 した鉄道 の周囲 の肥沃 な土地 の譲 渡で あ

った。 建設 は、約束 よ り2年 遅れ の1875年 に始 ま り、85年 に は西 と東 か ら進 ん で

きた鉄 道が結びつ き、翌年 か ら最 初の横断鉄道の乗 客が利 用 を開始 した。 カナダ太平洋

鉄道 は最初の予定通 り、太平洋横 断航路 との接続 を考 え られてい た。 そのため、 「カナ

デ ィア ン ・パ シフィック」 グル ープ を形成 した。 このグループ は多 岐にわたるが、 中心

は、カナダ 「連合」 の中を走 る大陸横断鉄道 と、太 平洋 を横断す る汽船会社 か らな って

いた。 汽船会社 のカナデ ィアン ・パシ フィックは、最初 は キュナー ド汽船 か ら、ア ビシ

ニア号 ・バ タビア号 ・パー シア号を借 り受 け、1887年5 ,月か ら就航 を開始 し、36

00ト ンのア ビシニ ア号 が、香港 か らヴァンクー ヴ ァーに入港 し、それ に合 わせ るよ う

に最初 の大陸横断 の直行列車 の第一列車が、 同年の5月23日 に到着 した。 ア ビシニ ア

号 には、22人 の1等 船客、80人 の 中国人の船底 の乗 客、郵便バ ッグ3個 、新 聞な ど

の包 みが11パ ケ ッジ、2830ト ンの貨物。貨物 の大半が、 シカゴや ニュー ヨー クへ

の茶 だった。1890年 に は、イギ リス政府 と郵便契約 が成立 し、その前年 か ら、エ ン

プ レス ・オブ ・ジャパ ン、エ ンプ レス ・オブ ・チ ャイナ、エ ンプ レス ・オブ ・イ ンデ ィ

ア とい う6000ト ン の船 が就航 した。明治期 に 「エ ンプ レス」 シ リーズ として有名 に

なった、カナデ ィア ン ・パ シフィ ックの豪華客船 の出現で あった。 「カナダ連合 」 は、

一つ の地域 との一体感 を高 め
、 同時に大英帝国 の地球 回廊 の不 可欠 の一部 を構成 した。

1893年 、 メア リー ・ジェー ン ・ビ ッカー ステ スの 『日本 見たまま』(JapanasWe

SawIt))が 出版 された。 「世界一周の航海 とミカ ドの帝 国へ の訪 問!」 、 うら若 きこの

本 の著者 ビッカーステ ス嬢 は、お さえて もお さえきれ ない心 の昂 りを、この よ うに表現

した。 冒頭の一句で ある。旅行 の発 端は、著者の兄 エ ドワー ドが1886年 、 イギ リス

国教会 の 「伝道主教」(missionarybishop)と して 日本 に赴任 した ことにあった。エ

ドワー ドは1891年 の 「夏期休 暇」 をカナ ダでい っ しょに過 ごそ うとイギ リスの留守

家族 に提案 し、 この旅行が実現 され ることになった。 もっ とも、旅行 の主要 な 目的 は、

日程 か ら考 えると、カナ ダでの 「夏期休暇」 とい うよ りは、兄 が布教活動 に取 り組んで

い る 日本 見物に切 り替 え られ たもの と思われ る。 とい うの は、カナ ダの山中の保養 地バ

ンフには、一行はわずか5日 間 しか滞在 してお らず 、 日本で54日 過 ごしてい ることを見

る と、兄の赴任 地 日本の見物 がこの旅の メイ ンに昇格 した よ うに思 われ る。 カナダデ ィ
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アン ・ロッキー の山中にあるバ ンフと 日本 とは、 も うそん なに遠 くにあ る存在で はなか

った。

一 行 は
、 父 親 とそ の妻(著 者 は なぜ かmotherと い う言 葉 を使 わ ず 、Mrs.

Bickerstethと 呼 んでい る)、 それ にカナダで合流 した兄エ ドワー ドの4人 。 一行は 、

1891年8月13日 、イ ギ リスの会社 であるアラン汽船(Allanline)の パ リジャン

号 で、 リヴァプール を出航 した。 同月22日 に はケベ ックに到着 、船 はそのままセ ン ト

ロー レンス河 をさか のぼ りモ ン トリオールへ。 ここで下船 し、ナイ アガラの滝 を見物 。

ヒュー ロン湖 を汽船でわた り、スー ・セ ン トメ リーへ行 き、そ こか らは汽 車でカナデ ィ

ア ン ・パシ フィック鉄道 を一路西へ。9.月1日 、保養 地バ ンフで 日本 か らや ってきた兄

エ ドワー ドと会 う。 こ こで5目 間滞在 した後 、バ ンクー ヴ ァーへ 出発 。9月9日 、一

行 はバ ン クー ヴァー か らカナ ダ太平洋 汽船 の新鋭 船 のエ ンプ レス ・オブ ・ジ ャパ ン号

(EmpressofJapan、6000ト ン)で 横浜へむ け出航 し、13日 か けて太平洋 を横 断

し、 同月23日 早 朝、小雨 けむ る横 浜港へ到着 したのである。

ところで、エ ンプ レス ・オブ ・ジャパ ン号 は、 ビッカーステス嬢 の記す ところに よれ

ば、兄 が乗 ってきた先の航海 の とき、横 浜か らバ ンクー ヴァー問 を10日 半 で航行 し、 「

記録 を うちたてた」 とい う。そ のため、復路の航海 で横 浜か らエ ンプ レス ・オ ブ ・ジャ

パ ン号 に船積 み された郵便物 は、 わず か21日 で ロン ドンに到着 した。 しかも、19世 紀 後

半の 時間距離 は、その後、航空機 によ る空間移 動 が本格化す る20世 紀 中葉以降 まで、 ほ

とん ど短縮 されなかった よ うに思われ る。蒸 気船航海 時代 の代 表的なガイ ドブ ックで あ

るマ レー の 「レッ ド ・ブ ック」 シ リー ズの一冊 である 『日本旅 行ガイ ド』(英 文)の 第

9版 によれ ば、1913年 の 時点 におい て、横 浜 とバ ンクー ヴァー間は13日 、 横浜 とホ ノル

ル経 由のサ ンフランシス コ間は、18日 を 要 した。 明治24年 の ビッカーステス嬢 の頃 と、

ほ とん ど差がない ことが知れ よう。

さて、 「日本 見た ま ま」 は、 後 ほ ど述べ る一つ の特 異 な体 験 を除 けば、平 凡 な 日

本 見 聞 の書 で あ る。 人 力車 に驚 嘆 し、べ 一パ ー ・ウォー ル をめず ら しが り、牧 師 の

娘 ら し く、 仏 教 の 堕 落 を非 難 す る。 宿 泊先 は観 光 地 で は 日本 式 の旅 館 だ が 、普 通

は"station"と 呼 ばれ る伝 道所で ある。

イ ギ リス のエ クセ ターの 「ビシ ョップ」で あ る父親 は行 く先 々で教会 の行事 を主催

し、 さま ざまな場所 で歓迎 のパーテ ィー が開かれ る。それ は、 「伝道 」 と 「観 光」のま

か不 思議 な結合 であ り、 「極 東のイ ギ リス」 にお ける布教 の今後 の可能性を探 り、同時

に文化 的好奇 心を満 たす ための旅 で あった。 この ことは、彼女 ら一行 が、足跡 を残 した

場所 にもよ く表 われ ている。 日本国内 の旅行ル ー トを列記すれ ば以下の よ うになる。 横

浜 ・東京 をは じめ 日光や伊香 保温 泉や箱 根 を巡 り、汽 車で名 古屋 や京都や 大阪 に移 動

し、奈 良や神戸や有馬温泉 に訪 れ る。一行 は さらに瀬 戸内海 を通 って西へ進み、阿蘇 や

嬉野 温泉や長崎 を訪れ ている。 寺社仏 閣 ・温泉 ・火 山、 これ らの見聞の記録 は、本 書に

限 らないが 日本人 が読 めば退 屈きわま りない ものであ り、 ごとご としくその内容 を紹 介

す る こともないであろ う。

さて、 『日本見 たまま』 には、歴 史的資料 として、非常 に興 味深 い部分があ る。 それ

は本 文329べ 一 ジ中64べ 一 ジ を費や されてい る地震体験 にまつ わる一連 の事件 につ いて

で あ る。 明治24年10月28日 午 前6時30分 、岐阜 県 を中心 と しで大 きな地震 が発 生 した。

推計規模 マグニチュー ド8.5。 同 月31日 ま でに総震動回数719回 。 烈震4、 強震40回 を

数 えた。 近代 日本 が体験 した、は じめて の大地震 であ る。被 害 は東北 ・北海道 以外 の全

国 に及 び 、岐阜県の被害 だけで も死者5、007人 、 負傷者11、720人 を 出 した。濃尾大 地
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震 と言われるのがそれである。
一行は
、この時、 「日本のリヴァプール」大阪にお り、ここで、ヒ ドイ 目にあ うのだ

が、それについて述べる前に、この時期の西洋人 と日本の地震の関係 について少々ふれ

ておきたい。B.H.チ ェンバ レンは 『日本事物誌』(ThingsJapanese)の なかで、次

のような興味深い言葉を記 している。

「ああ、私はどんなに地震を感 じたい と思っていることか」とは、一般にヨーロッパ

から初めて日本に上陸した人びとの最初の叫びの声である」。ビッカーステス嬢が 日本

名物地震を 「期待」 していたかどうかは不明だが、非常に気にしていたことは確かであ

る。来 日後まもない10月4日 と5日 の2回 、すでに地震を体験 しており、さらに、大阪

に着くとす ぐに最近に大阪では地震がなかったかどうか尋ねている。 「ここでは、地震

はありません」 という答を彼女は得たが、 このような質問をしたのは、一つの理由があ

った。煙突である。東京では、たび重なる地震のために用心がゆきわたり、西洋式の家

の暖房はス トーブでなされていたが、暖炉 ・煙突は贅沢で、好ましくないものとされて

いた。 ところが大阪の洋館づ くりの家には堂々とした煙突が立っていたのである。大阪

の地震に対する安全感覚、 したがってまたその警戒心のなさは、神戸大震災を体験 した

現代においても、まだ通 じる感覚であろう。そして、ビッカーステス嬢の煙突に対す る

不安は、数 日を経ずして、現実のものとしてその家族の上に襲いかかることになった。

地震が起こった!0月28日 の早朝、家族 とは別 にミッション関係のミス ・トリス トラム

家の二階に泊っていた彼女は、ベ ッドで読書中であった。微震が始まった とき、メイ

ドがちょうどモーニング ・ティーを部屋まで運んで来たところだった。既に、東京で二

度、地震を体験していたので、はじめはたかをくくっていたが、徐々に激 しくなる震動

に不安にな り、大急ぎで階下に下 りようとしたが、階段の一段一段が激 しく揺れ動いて

いたために、下 りることができなかった。動揺す る心を落ち着かせて、部屋に引き返

し、窓からベランダへ脱出し、そこで地震が終わるまで待った。父親たち三人は同じく

ミッション関係の別の家に泊っていた。父親は、地震が激 しくなると、部屋の入 口の所

へ避難 し妻を呼んだ。天井が落ちてきても、大丈夫だと判断 したか らである。そして、

妻が入 口の所まで来たのと同時に、新たな激 しい震動が襲い、崩れた煙突が天井 を破

り、応接間を完全にこわして しまった。 この本の169べ 一ジに添えられた部屋の写真を

見ると、被害の深刻 さがよくわかる。

大阪の街全体が どのような状態であったかを、彼女は神戸で発行 されている英字新聞

で知った。多くの橋が落ち、電信柱が倒れ、700人 が働いていたレンガ造 り三階建 の製

糸工場が倒壊 し、30人 が死亡し、負傷者を多数だした。これ ら断片的な情報 を入手でき

たものの、濃尾大地震の全貌 を彼女が知るのは、もっと後のことであった。 「わた した

ちはただちに北方(東 方であるが、彼女はこのように表現 している)と の電信によるコ

ミュニケーションを断ち切 られ、田舎のニュースは、切断 された道路牽通 して来た とし

ても非常にスローテンポであ り、そのためどうにか地震の戦慄すべき全貌を知ることが

できたのは数 日を経てからであった」。

そ して、このことはビッカーステス嬢だけではなかった。当時の新聞報道を見てみ

ると、この時点では日本人自身にも、何が生 じたのか正確 にはわかっていなかった。

28日、 「大阪朝 日新聞」は号外を出し、彦根 ・四 日市以東への電信が不通であること、

大阪以西ではたいした被害はないこと、浪華紡績工場の倒壊(こ れが彼女が述べている

もの)な どを報道 しているが、東京 ・名古屋 よりの情報がないため、地震の全貌はまだ

つかめていない。東京ではもっとわかっていなかった。 「東京 日日新聞」には地震報道
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は29日 に な って は じめて 出るが、それ は、 「金 沢で強度の地震」 とか 「横 浜/近 年稀 な

る大 地震 」 とい う程度の もので あ り、30日 に なって よ うや く 厂安政 の震 災の再来」 とい

う理解 の しかたで、 この地震が報道 され た。30日 以 降の報道 は大 阪一東京 に電信が通 じ

た こ ともあって、 よ うや く正確 な報道 に近 くなっている。そ して ビッカー ステス嬢 が、

神戸 の英 字新聞 を通 して地震の正確 な情報 に接 したのは31日 で あ り、その時彼 女はあ ま

りの被害 の大 きさに 「恐 ろしいシ ョック」 を受 けるこ とになるのである。

ところで、中国や 日本 への電信 は、 シベ リアの利 用権 を獲得 したデ ンマー クの 「グ レ

ー ト・ノーザン電信 会社 」が ウラジオス トックか ら長崎 へ
、そ して長崎 か ら上海へ海 底

電信 ケー ブル で結 んだのが1871年(明 治4年)の こ とであ った。翌年、正月元旦 か

ら、 日本 とヨー ロッパの電信に よるコ ミュニケー シ ョンが始まった。 も うこの時 は、長

崎 と東京 は電信線 で結 ばれてお り、 同時に 日本 国内の電信網 の拡大が猛烈な勢い で開 始

され た。イ ギ リスの、地中海 ・紅海 ・ア ラビア海 を通 った海底 電信ケーブル は、1870年

の 段階で はイン ドまで しか到達 して いなかった。イ ン ドと中国が電信で結ばれ るよ うに

なった のは、1883年 の ことで あった。 これで、東 アジア とヨー ロッパ は、 シベ リアを通

る北ル ー トと、海底 電信 ケーブル を、 次々 につ ないで成 り立 ってい る南ルー トとい う

2つ のルー トで結 ばれ ることになった。

さて、 ここに非 常に興 味深 い事実が ある。濃尾 大地震 の情報 は、 日本 時間で29日 の う

ちに はロン ドンへ打電 され 、報道 され た とい う事実で ある。 同 日の ロン ドンの タイム ズ

の報 道で は、兵庫 の通信員 か らの特電 を 「ウエ ス タン ・モー ニング ・ニューズ」が入手

した として、 「激 しい地震 が大阪で生 じた。多 くの ビルデ ィングが倒壊 し、廃 墟の下 に

多数 の人間が埋 め られ たままであ る。死者 は少 な くとも300人 入 る といわれてお り、

莫 大 な数 の:負傷者 がい るもの と思 われ てい る」。 エ クセ ター の留守 家族 は29日 の 段 階

で、東京 の住民 よ りも正確 な地震 情報 に接す る ことがで きた もの と思 われ る。 少な く と

も、一行 が滞在 してい る大 阪で大地震が発生 した ことを留守家族 は知 っていた。 タイム

ズ はほ とん ど毎 日のよ うに、 「日本 の地震」 を報道 した。10 ,月30日 に は横 浜か らの

ロイ ター電 と して、電信線 が切 断 されていて、詳細 は分か らない が大 阪や神 戸が大きな

被害 にあってい るので はないか とい う推測記事 を掲載 してい る。エ クセ ター の留守家族

は 、一 日だ け様子 を見た後 、 日本 にむ けて安否 問い合 わせ の電報 を打 ち、一行 は11月1

日に神 戸で この電報 を受 け取 るこ とにな った。電信網 の整備 によ り、情報 の流通 は、数

十年前 とは全 く異な って しまっていた。そ して 、それ は外 交交渉や軍事機密 な ど、公 的

目的 のための情報のみな らず、私人 の安否 とい う世界 にまで、 この時期 には拡大 され て

いた のであ る。 ビッカーステ ス嬢 は、イ ギ リス か らの問い合わせ に接 して驚 いて しまっ

たが 、明治24年 の 日本 は、確実 に国際的な情報 のネ ッ トワー クの一部 として作動 を始

めてい た。10月31日 、 タイ ムズは 「ウエス タン ・モー ニ ング ・ニ ュー ズ」 が入手 し

た情報 として、名 古屋 ・岐阜 ・大垣 が被害の 中心 である と報道 してい る。 また、11月2

日には、 日本旅行 中の トーマス ク ック社のT.A.ク ックか らの電報 で、名古屋地方 が被 害

の 中心 だ と報道 された。 この後 も、 「日本の地震」 の報道 は11月 の 末 まで続 くのであ

る。太平洋 を横 断す る海 底電信ケー ブルは、まだ なかった。 よ うや く1906年 に 中国

と 日本 は、海底 電信 ケーブルで アメ リカ と結ばれ るこ とになった。 電信の世界で は、 こ

の時期 には、まだ 「丸 く」なかった。

11,月15日 、 西 日本 各地の見物 、教会関係の人 々 との交流 を終 えて、一行 は長崎 か

ら一路イ ギ リスへ と旅 だった。船 はジェネ ラル ・ワー ダー 号で、香 港まで4日 以 内の快

適 な航海 で あった。香 港か ら、P&0の べ シャ ワール 号でシ ンガポールへ台風 の 中を航海
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し、12.月1日 にシンガポール に到着。24時 間 後に、再びペ シャワール 号で出港 し、

ペナ ンに途 中寄港 し、 コロンボに向か った。 コロンボで 、P&0の ヴ ァレッタ号に乗 り換

えた。 この船 はスエズ運河 を経 由 して 、イタ リアのブ リンデ ィシーへ 直行 す る船 であっ

た。船 よ りも汽 車が速い。東洋方面 か ら出来るだけ早 く、 ヨー ロッパ の各地 に行 くため

には、イタ リアの南東部 にあるこの町 で下船す るのが常識 になっていた。 ブ リンデ ィシ

ー か らはカ レー行の列車 に乗 った。イ ギ リス帰国 を 目前 に した12月28日 の深夜 、一

つ の出来事があった。カ レー駅 で、一 行の地震体験 を取材す るために、記者が待 ってい

たのであ る。取材は翌 日の新 聞に載せ るために、 ドーバ海 峡を渡 る船 中とロン ドン行 き

の列 車になかでお こなわれた。記者 は ビッカーステ ス嬢 に 「あ らゆる瞬間が貴重 なので

す 」 と言った。残念なが ら、この取材 記事 をタイ ムズの報道の 中には見 出す こ とが出来

なかった。い ったい どの新 聞だったのか。記者 はビ ッカーステス嬢 に 「あ らゆる瞬間が

貴重なのです」 と言 った。 あわただ しい現代 と同質 の世 界が、そこには始 まってい た。

ビッカーステ スー家 の、世界 一周 は、 その旅行 の大 半が 、イ ギ リスの汽船(ア ラン

汽船 ・カナダ太平洋汽船 ・P&0)と イ ギ リスの鉄 道(カ ナダ太平洋鉄道)を 利用 し、寄

港 した都市 もモ ン トリオール ・バ ンクーバー ・香港 ・シ ンガ ポール ・ペ ナン ・コロンボ

な ど、大英帝 国の支配地域(カ ナダの本 当の独 立は1931年)で あ り、 日本 国内 にお

いて も、イ ギ リス国教会 の 「布教所」 な どを泊 ま り歩 くな ど、イ ギ リスは地球を一周す

る 「大英帝 国」 のベル トを1880年 代 に完成 させ てい た。 これ に、電信網 が加 え られ

る。 地上 の電信 網 は、通過 地域 の政治 的、社会 的状 況 に左 右 され る程度 が大 きか った

が、海底電線 はその安 定性 を飛躍的 に高めた。 そ して、海底電線 を張 り巡 らせ るた めに

利用 され たのが、 さま ざまな理 由で花形航 路か ら引退 を余儀 な くされた、蒸気船で あっ

た。ブル ンネル の設 計 した、 グ レー ト ・ブ リテ ィン号 も、巨船過 ぎたグ レー ト・イー ス

タン号 も、最後 の活 躍の場は海底電信 の敷設船 と して であった。イギ リスは、唯一 の工

業国家 としてのその繁 栄の絶頂期 を過 ぎつつあったが 、グ ローバ リズムの下部構造 た る

交通 と通信 においては、その威信 を保 っていた。1885年 の 頃 と思われ る、要塞 監督

総督 のアン ドリュー ・クラー ク卿 は、次の よ うな言葉 を残 してい る。 「ひ とたび 、カナ

ダ と太 平洋経 由で東洋 とを結ぶ定期蒸 気船の運航が確 立 されれば、帝国全体 は固 く結 び

つ け られ 、イギ リス(ブ リテ ィシュ)の 拠 点(stations)は 、 文字通 り世界 を帯状 に取 り

巻 くこ とになろ う」。

また、イギ リスは北半球だ けの 「地球回廊」 だけでは、安心で きなかった。1895

年 に は 、カナ ダ とオー ス トラ リア を結ぶ 、航路 と電信 線 をバ ンクー バー とシ ドニー の

問に結 んだ。 「カナ ダ ・オー ス トラ リア蒸気船会社」(Canadian-AustralianSteamship

Line)の 設 立 であ る。 シ ドニー までは、イ ギ リスか ら地球 を東 に向かった航路網 を広 げ

たP&0の 航 路が来て いた。 そ して、 この太平洋 を対角線上 に結びつ ける航 路に よ り、

南 半球経由の 「地球回廊」 が も う一つ用意 され てい るこ とになった。 これ は、商業的 に

はお互いの保護主義的傾 向に よ り成功 しなかったが、 「大英帝 国」意識 を両国が持つ た

めには、大き く貢献 した。

第2章 、一日本人の見た大変革

地球の急速な縮小化、すなわち初期的なグローバ リズムとは、以上に見てきた交通と

通信の大変革を背景 として、19世 紀の前半から後半にかけてこの地球上に現れた確固

とした歴史性を持っ現象であった。明治維新は、この地球の縮小化の最中に起こった社
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会革命であることを、忘れないで欲 しい。現在のグローバ リゼーションの抱え込んだ基

本的問題の多くも、すでに、この時期 に垣間見ることができる。本書は、グローバ リゼ
ーションに関する 「論」を弄ぶために書かれたのではない

。その歴史の深みから、現在

進行中の不可逆的なグローバルな世界の成立史を描写したかったのである。本書のまと

めとして、この変革を日本人はどのよ うに見ていたのか、再び久米邦武に登場 してもら

お う。久米邦武は岩倉使節団の一員 として、 日本人 としては最も早い時期に世界を一周

した人物の一人である。その時期は、ジューヌ ・ベルヌが 『八十 日間世界一周』を雑誌

「ツール ・ド・モンド」(文 字通 り 「世界旅行」 という意味)に 連載 していた時期 と重

なる。

岩倉使節団は、1871年12月23日 に 「太平会社飛脚船」(パ シフィック ・メイ

ル)の アメリカ号に乗って、横浜か らサンフランシスコに向かった。パ シフィック ・

メイルが太平洋横断航路を開設してか ら、わずか4年 後であ り、スエズ運河 とアメリカ

大陸横断鉄道が完成 してから2年 後にことである。久米が実質的な執筆者になった 『米

欧回覧実記』に書かれているように、アメリカ号は4554ト ンの 「美麗 ノ船」であっ

た。同号は、1500ト ンほどの石炭を積んでいたもの と思われる。使節団一行は、2

2日 かけて、1872年1月15日 に、晴れ渡ったサンフランシスコに入港した。一 日
の行程は平均、約220海 里であった。
一行は、当然のように、アメリカ大陸横断鉄道に乗った。当時のアメリカ人は、大陸

横断鉄道 に乗って 「野蛮なインディアン」を見物す ることが、流行ったといわれている

が、 日本人の久米も、アメリカ ・インディアンの存在に無関心ではなかったが、その視

点は、もちろん観光的見物に行 くアメ リカ人のそれ とは異 なっている。 厂近年二至 リ米

人駆テ地 ヲ奪ヒシユエニ、土人 ミナ怨憤シ、今二報復セ ン トスルノ心タエス」 という記

述がある。 しかし、これはたんなる 「土人」対する同情ではない。コロンブスのアメリ

カ 「発見」以来の、拡大する西洋文明世界への敗北者の惨 めさの確認作業であったろ う

し、 日本の運命 とダブらせていたであろ う。別の部分では、ある地域に住む、勇敢なア
メ リカ ・インデ ィアンにたい しては、その 「勇猛」 さを評価 して 「是ハ 日本人ノ流裔ナ

ラン」 とまでいっている。 このような意見が、久米個人のものだけかどうかわからない

が、緊張 して西洋 「文明」を摂取 しようとしていた使節団一行には、 「勇猛」に闘 う気

迫だけはどうしても必要であった。彼が心より心酔 したのが、佐賀藩主の鍋島直正であ

り、そ してその名君に指導されて、幕末以来 「一藩富国強兵」の道を歩いていた、この

藩の全体に共通するのが空理空論 を追求 しない、現実主義的姿勢であった。 『回顧記』

の中で 「空論の攘夷」という言葉 を久米は使っているが、それは次のような言葉に端的

に表現されている。 「外人の長所 を知る者は、外人崇拝 となって士気を喪失 し易く、之

に反 して、攘夷の精神興奮す る者は直接行動の暴挙をな して支那の二の舞を演ぜんとす

る」。 この久米の言葉には、現代のグローバ リズムに対応する際にも通低する、根本的

な姿勢 を見ることが出来る。 厂外人の長所」を知ったとしても、自己の立脚点(つ ま り

ここでは、 「日本」)を 忘れ、 「外人崇拝」 となってしまっては、自己(日 本の独立を

守る)と い う出発点を見失い 「士気 を喪失」 しがちになるのである。久米は決 してここ

で、 日本中心主義の主張をしているのではない。外国の 「長所」を認めながらも、それ
にもかかわ らずプライ ドを失わずに自己の立脚点を、守らなければならない と説いてい

るのである。これは、非常にデ リケー トな立場だが、久米の時代も、そ して今も、グロ
ーバルな社会に生きてい くときの

、最低限の心構えである。私は、それを 「自尊心のバ

ランスシー ト」と呼んでいる(園 田英弘編著 『流動化する 日本の 厂文化」一グローバル
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時代の自己認識一』 日本経済評論社、2001年)。 これに対 して、自信の喪失か客観

的な時代認識のできない過剰な自信の肥大化によって、 「攘夷の精神」に 「興奮」 し、

排外主義的な立場から 「直接行動の暴挙」をなして しまっては、相手の軍門に下ってし

ま うことになってしま う。幕府から長崎警備 とい う、現実的かつ具体的な課題を負って

いた佐賀藩にとって、 「空論の攘夷 」はあま りに冒険主義的な危険思想であった。

『回顧録』では、 「アメリカ ・インデ ィアン」の将来には悲観的である。かつては

「アメリカ ・インディアン」は、この国の 「原住民」であり、しかも 「インカ国」を栄

えさせたこともある人々である。 しかしなが ら、このかつては輝かしかった人々の将来

は暗い とい うのが、久米の感想である。 「白人」は、 「アメリカ ・インディアン」はし

だいに同化 していると言 うが、 「慾熱の強き彼 ら(白 人のこと)に 圧迫 されて、漸次衰

亡 と見るのが妥当であろう」と書いている。久米は どこまでもリア リス トであった。

『回覧実記』にも 『回顧記』 ともに共通する主題は、蒸気船 ・鉄道 ・運河 ・各種の産

業 ・技術 ・政治組織 ・学校など、西洋の 「文明」の富強の根源に対する、飽 くなき探求

であった。そのためには、優れたものを、 「優れたもの」として正直に感動 し認めなが

ら、同時にそれ らの摂取に自信を失って しまはないことが、なによりも必要であった。

アメ リカでの、観察記録の分析については別の文章に書いたので、ここでは省略する。

同年8月6日 、ボス トンより 「『キユナル ト』会社 ノ郵船、 『オリンハス』号」で出航

した。大西洋を渡る船の中で久米は次のような意見を述べた と、 『回顧記』で告白して

いる。 「余は先に船中十 日を消し、その間の話に米国新旧の都会を巡って構造建設の壮

麗奇抜なのを見 『驚 く』の語 を濫発 してきたが、今は新約克(ニ ュー ヨーク)・ 費府

(フィラデルフィア)・ 波士頓(ボ ス トン)の 文明を観察 したので、是から欧州の倫敦
・巴里を観ても、此の規模の圏外には出でまい、 『驚 く』の語は最早不用になったろう

といつた処、木戸 ・大久保両副使は 『堅 くは言われまいそ』と微笑された」。

使節団の一行は、アイル ランドを通過 しリヴァプールへ到着し、港の沖合2マ イルの

ところで待っていたイギリス政府の 「小蒸気船」に乗 り換 えてミルシール河をさかの

ぼ り、汽車の駅のす ぐそばにある 「波止場」から上陸。 リヴァプールの駅舎の中の 厂旅

館」で休息 をとった。 「旅館」のサ ロンからは、目の前に駅の構内が見えた。 『回顧

録』の記述を見てみよう。 「今駅の旅館に上がった処、サロンは恰も汽車の発着の歩廊

(プラットフォーム)に 面 して四条の軌道があり、一方 に着すれば一方に発車 し、此

処で乗客降りると見れば、彼処には乗 り込むなど、蜂集蟻散する人波は右往左往に動揺

し、車輪の響きは絶えず殷々轟々と響き、午餐する食堂の前庭は、数回の石造屋に取 り

囲まれ、而もその石の堅牢巨大にして蒼然古色を帯び懸 り、米国では見ない構造で」、

そのために久米は木戸 ・大久保に向かって 「『驚 く』の語はまだまだ保留 しておかなけ

ればならぬ」 と 「笑った」とい う。

久米の、イギ リス観察は3っ の時点の時系列的比較か ら、なりたっている。一つが、

1800年 、二番 目が!830年 、そ して三番 目が岩倉使節団一行が、…現に立ってい

る1870年 代 とい う時点である。 『回覧実記』の結論のような部分が、イギ リスを観

察 した部分の記述に、早々に出てくる。 「当今欧羅巴各国、 ミナ文明ヲ輝カシ、富強ヲ

極メ、貿易盛二、工芸秀テ、人民快美ノ生理二、悦楽ヲ極ム、其状況ヲ目撃スレハ、是

欧州商利 ヲ重ンスル風俗ノ、此ヲ漸致セル所ニテ、原来此洲 ノ固有 ノ如クニ思ハルル ト

モ、其実ハ然ラス」。 ヨー ロッパの文明 ・富強などが 「此洲 ノ固有」のように思われる

かも知れないが、実はそうではない。この認識は、非常に重要であった。もしも、この

状態がヨーロッパの 「固有」性に基づいているのであれば、 ・「文明」の摂取の試みなど
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無駄 な努力 にな って しま う。 この文章 に引 き続 き、次 のよ うに述べ る。

厂欧洲今 日ノ富庶 ヲ ミル ハ、千八 百年 以後の こ とにて、著シ ク此 ノ景象 ヲ生セ シバ 、

僅 二 四十年 ニス キサルナ リ」。 久米 が、1800年 に注 目 してい るのはナ ポ レオ ン戦

争 が、落 ち着 き、国内の生産が盛ん になったか らで ある。 ロン ドンの人 口は、1800

年 に は96万 人(岩 倉使節 団一行が到着 した、1872年 に は325万 人)、 リヴァプ

ール は8万5000人(72年 に は40万 人)
、 マ ンチ ェスターは9万5000人(7

2年 に は48万 人)グ ラスゴーは7万8000人(72年 に は47万7000人)で あ

り、1830年 代 に汽船や汽車が実用化 され、 「欧洲 ノ貿易 、一変」 した とされ る。

こ こで、正確 を期せ ば、既 に述 べて きた よ うに、蒸 気船 が内陸水路や近 距離 ・中距離

の航行 を始めたのは、19世 紀 の初頭 か らの こ とであるが、本格的蒸気船 の時代 は、久

米が言 ってい るよ うに1830年 代 に始ま った。 また、現代の鉄道 につ ながる蒸気機 関

車が実用化 され たのは、ま さ しく1830年 に 開通 したマ ンチ ェス ター と リヴァプール

間の鉄道 であった ことは正 しい観察 であ る。久米 に とって、 ヨー ロッパ諸 国が本格 的に

近代社会 に突入 したのは、 この1830年 を 起点 としていた。 「汽船汽車 ノ流行 ヨリ、

商業 ノ 目的一変 シ、旧商ハ倒 レ新商 ト代 リシモ、近 四十年 間 ノコ トニスキス」。187

0年 か ら40年 前 とは、ち ょ うど1830年 で あ る。

も う一つ 引用 してお こう。 「欧州農 工商ノ三業 ミナ、今 日ノ繁 昌 ヲ致セルハ、如此 ク

僅 僅 ノ年 数 ニス キサル ヲ知 レ リ、今 ノ欧州 ト四〇年前 ノ欧州 トハ 、其観 ノ大二異 ナル

コ トモ、亦想像 スヘ シ、 陸ヲ走ル 汽車モナ ク、海 ヲ史スル汽船モナ ク、電線 ノ信 ヲ伝 フ

ル コ トモナ ク」 とい う世界 が、40年 以 前 のヨー ロッパの現状 であった。久米 は、18

00年 か ら1830年 へ に社会 の変化 、 さ らには1870年 代 の現状 を、たんなる統計

的 な資料集(多 分、年鑑 のた ぐいを利 用 した もの と思われ るが)だ けで はな く、 この時

代 の変化 を身を もって体験 した 「古老 」か ら、 さま ざまな話 を聞 きだ してい る。 グ ラス

ゴー では 「其開化 ノ始メニア タ リ、府 中ノ人心ハ殆 ド狂 スルガ如 ク」で あって、社会 の

変化 の方 向は定ま らず、 「総テ迷霧 ノ 中二陥 リ」 、多 くの企 業家が新 しい産業 ・商業 を

起 こ しては 「俄 二倒 産」 して しまった。 旧来の財 産 を、現在 まで保 持 してい る家 は、 ほ

んのわず かである、 とい う。 この30年 の 混乱 と、そ の後 の40年 の確 実な進歩、久米

がイ ギ リスの観 察で得 た結論 とい うものは、 この よ うなものであった。 言い換 えれ ば、

世界 の 中心 的大 国であるイギ リスの今 の(つ ま り1870年 代 の)繁 栄の着実な出発点

は、わず か40年 前 に始 まったに過 ぎない とい う 「発見」 であった。 この認識 は、近代

化 のモデル を探す ために西洋 諸国 を 「回覧」 していた一行 には、大きな 自信 を与えたの

では なか ろ うか。西洋 の富 強 といって も、 まだ一世代 ほ どしか経 てい ない。 これ な ら

ば、十分 キャ ッチ ・ア ップの可能性 がある とい うことで はないのか。

あの、世 に名高い、世界 で最初 の1851年 の 万国博 覧会 も、 「マサニ我嘉 永四年 ノ

コ トニ スキ ス」。 この久米 の言葉 は、幕 末以来 の 日本 人 の西 洋観 を引 き継 ぐものであ

った。 アヘ ン戦争 にお ける中国の敗 北や、黒船来航(蒸 気 船 シ ョック)な どは、 「文 明

ノ利器」 とい う言葉 に代表 され るよ うに、物質文 明の遅れ を強 く意識 した歴史観 であっ

た。そ してそれは、 日本人 だけの特 異な歴史観 と言 うよ りは、19世 紀 の西洋社会 が共

有 して いた歴 史観 で もあった。岩倉使節 団一行は 、イ ギ リス訪 問の後、 フランスや新 生

の ドイ ツや イタ リアな ど、各国 を訪 問す るが、それ につ いては多 くの研 究書 も出版 され

てい るので、 ここでは省 略す る。オー ス トリアで万 国博覧会 を見学 し、スイスの ジュネ
ーブにい た とき 「日本政府 ヨ リ

、急 二帰 国スヘキ電信来 リ」(ユ873年7月9日)、
一行 はパ リ経 由でマル セイユへ 向か う

。 パ リを夜 の11時 に 出発 し、翌朝 の6時 に はマ
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ルセイ ユに到 着 した。 わずか7時 間の汽 車 の旅で あった。マル セイユ到着 の2日 後 、郵

船 「ア ウア」号に乗 り、ナポ リに立ち寄 り、直 ちにスエ ズ運河 の地 中海側 に面 したポー

トサイ ドに到着。 「『ボル トサイ ド』 ヨリ蘇士(ス エ ズ)マ デ、百英里 ノ地峡 ヲ、郵船

ニテ駛行 スル ヲ得ルハ、僅二 四年前 ヨリノコ ト」 であ り、こ こで は レセ ップスの業 績 に

対 して 「謝スベ キナ リ」 として い る。 スエ ズか ら、アデンへ。アデ ンは、も う周知 のよ

うに、 「東南洋航路 ノ郵駅」 であ り、 「砲 台ノ備甚 タ厳 ナ リ」 とい う地 である。 アデ ン

か らセー ロンの 「ゴール港」 まで行 き下船。

久米は ここで、興味深 い言葉 を残 してい る。 「欧州 ヲ離 レテ ヨリ、回教 ノ地 ヲス キ、

又此二来 レハ 、土人 二種種 ノ風俗 教習 ヲ ミル、益世界 ノ奇 ヲ覚 フナ リ」。 この感 想 は、

セイ ロンに仏 教徒 がい るこ とへ の共感 もない。東 回 りで 、地球 を見 て回って い る うち

に、西洋 に同化 し過 ぎてい るのだ ろ うか、それ とも 「丸い」地球 を東 へ東へ進 めば、や

がて 日本 が視 野の中に入 って くる地点 まで来 る とい う自覚 がなかった ので あろ うか。 セ

イ ロン(ス リランカ)の 長い植 民地化 の歴 史 を記述 し、そこに仏教徒 がい るこ とを知っ

てい なが ら、そ こには 日本 とは無 関係 の 「土人」がお り、彼 らへの優越感 のよ うな もの

が感 じられ る。 「ゴール港」 を出航 した後 のイ ン ド洋 上で、ベ ンガル湾 の 「北浜 」 にあ

る 「カル カ タ」(カ ル カ ッタ)の こ とに触 れ てい るが、 ここか らは久米 の文 章 は言葉

は、激 しくな る。カルカ ッタか らの主要な輸 出品が、アヘ ンで あ り、それ が 「皆支那二

輸 出」 されていた こ と。 「支那 国」は努 力 は したが、アヘ ンの輸入 を防止す ることは出

来 なかった こと。イ ギ リスは 「不 祥ナル利益 ヲ受ケテ、 自ラ肥ル 、豈 二文明 ノ本意ナ ラ

ンヤ」 と、久米 は書 く。 また、 「弱 ノ肉ハ 、強 ノ食:、欧洲人遠航 ノ業起 リシ ヨ リ、熱帯

ノ弱国、 ミナ其争 ヒ喰フ所 トナ リテ、其豊饒 ノ物産 ヲ、本州 二輸入 ス」 として、ポル ト

ガル ・スペイ ン ・オランダは 「土人 ヲ遇 スル 暴 慢惨酷」で あったが、イ ギ リスは 同 じ轍

を踏 まない よ うに している と久米は考 える。 「寛容」 を重視 し、 「教育」 をもって 「招

撫 柔遠」 の方法 を採 用 してい るとい う。 これ は、 たんに観念 的に植 民地支配 の二つ のタ

イ プを 区分 け してい るのでは な く、久 米 の体験 が背後 にあ った よ うだ。 「今 郵船 ニア

リテ 、欧洲航 客ノ状 ヲ目撃スルニ、英人 ノ夷人 二遇 スル 、頗 ル親 和 ヲ覚 フ、西(ス ペ イ

ン)、 葡(ポ ル トガル)、 及 ヒ蘭(オ ラ ンダ)ノ 人ハ 、概 シテ暴慢ナ リ、是 レ昔 日ノ遺

俗、今二習慣 トナ リテ、除カサル ヲ徴 スル ニ足ル」。

「ゴール港 」を出発 して9日 目に、シ ンガポールに到着す るが、運悪 くシ ンガポール

はコ レラの流行 の最 中で、上 陸す る ことがで きなか った。船 上 か ら周 囲の風景 を見 て

い る と、 「頗 ル我 中国海 ノ景 二似 タ リ」 とい う感想 を持つ。 シンガポール は、西はイ ン

ド、東 は中国、南 はジャワや オー ス トラ リアへの 「郵船」が 出る、 「四達 ノ要港」 であ

る。石炭 を積み込んでい るのが見え る。 ほ どな くシンガポール を出港 して、 「支那海」

を航行 し、サイ ゴン経 由で8月27日 に香 港に到着。政府か ら帰 国 を命 ず る電報 を受 け

取 ってか ら、49日 目であった。 久米 は、香港について は、淡 々 と 「1841年 」(こ

れ は42年 の 間違い である)に 「支那 ヨリ英ニア タエ タ」 とい うこと、 「欧風 二東洋 ヲ

兼 ネ タル建築」 が多 い こと、香 港の奥地 の広東の衰退 を指摘す るだ けに止 めている。 久

米 に とって 、明治 の初期 には、 アヘ ン戦争 は既 に、過去 の もの になってい たのだ ろ う

か。わずか30年 ほ ど前の、 出来事 であ り、 日本 が本気 で海 防 に関す る政策 の転換 と、

意識 改革をせまった歴 史的事件 であった。

これ は、私 には不 思議 な気がす る。 久米 の人生 はアヘ ン戦争 とともに始まった とも言

え るか らであ る。 『回顧記 』 に よる と、 久米 の生まれ た天保 十年 は、時 は あた か も、

アヘ ン戦争 が勃発 した前年で あった。 アヘ ン戦争 の終結後、佐賀 では 「異船 が常に出没

124



横 浜への も う一 つの道

し、石炭の涸れる変化を起 こした」 と久米は述べている。まだ幼少であった久米は、多

分父親か らの伝聞で、このような記憶を記 しているのであろ うが、久米の最後の著作に

なった 『鍋島直正公伝』(第 三編)に 、それまで佐賀ではすでに一部では民生用(煮 炊

き)に 石炭が使われていたが、 「アヘン戦争は多数英艦の集合 とともに石炭の需要」が

急増 し、多 くの石炭が長崎から輸出されたと書いている。彼が、 『回顧記』に自分の出

生を書 くとき 「余の出生 と石炭採掘」 とい う、奇妙 なタイ トル を付けた。それは将来

『米欧回覧実記』の編集をす ることになる人物の幼少の頃の 「記憶」としては、大きな

意味を持っているような気がしている。それは、自分の 「人生」の出発点と、東アジァ

の動乱が、期を一にしていたとい うことであり、西力東漸の予感 と実感の中で、久米は

成長 していったと言うことである。

アヘン戦争の日本に対す るインパク トは、疑いもな く大きかった。久米のみな らず、

佐賀におけるアヘン戦争のインパク トは観念的ではな く、石炭のイギリスや中国への

輸出の増加 として跳ね返ってくるほど、身近な実感 を伴ったものであった。特に、久米

は父親が 「石炭の需要」の増加 によって引き起 こされる、職務についていた。石炭は、

古くか ら 「燃土」(も ゆるつち)な どと呼ばれ、その存在は古 くから知 られていた。 し

かし、石炭が民生用の主要なエネルギー源だと見なされることは、ほとんどなかった。

ところが、佐賀藩領の山代郷では炭層が地表に露出し、 しかも比較的良質の石炭(無 煙

炭。蒸気船にはこの石炭が不可欠であった)が 取れ ることか ら、 「徳用炭」 として、

「一般の炊事にも利用」 していたとい う。そこに、1842年 から43年 にかけて、

「英国の軍艦や輸送船」のための石炭需要が急増 し、石炭の採掘が急進 したのである。

地表 に露出している石炭は、 「狸堀」 といってさほど問題は生 じなかったが、山地の

地中にある炭層の発掘まで始ま り、無理に採掘 した部分か ら 「毒水」が流出して、田地

を荒 らすなどの被害が続出した。 この調停の仕事をしていたのが、久米邦武の父親であ

った。石炭は、長崎からオランダ船や中国船によって、おもに上海方面に輸出された。

西力東漸の実感は、久米の子供時代か ら、このように身近なものであったに違いない。

『回覧実記』の、淡々とした記述は 「米欧」の研究 ・調査が 目的だったからであろ う

か。敗北 した側の研究や、それへの同情は、ここでは一切見 られない。乾いた(ド ライ

な)リ アリズムが、久米の思考の特色である。

先を急こう。香港から上海へ。上海 の記述は、 厂黄浦江ノ西岸ニソヒ、外国人 ノ居留

地」の繁盛 ぶ りと、あとは娼館や骨董店や書画店が多いことなどや、中国の造船所や兵

器廠などのことが、短 く書かれているだけである。やは り 『米欧回覧実記』には、中国

の現状は視野の中になかったのであろう。上海からは、アメリカ船の 「ゴルテンエ ン」

(パシフィック ・メイルのゴールデン ・エイジ号だと思われる)に 乗って、長崎にて 日

本の地を踏む。シンガポールや香港など及ぶべきもない 「世界ニテ屈指ノ景勝地ナリ」

とする。ところが、九州北岸をまわ り、瀬戸内海に入った とき 「平明五時二、船將 ヨリ

世界第一ノ風景ヲ過ルヲ以テ、船客ヲ呼起」こす とい う、コフィンの体験 と同じ体験を

することになった。神戸で一時、上陸 し、再び、船上の人 となった。1873年9,月1

3日 、横浜に返ってきた。世界一周の旅は、こ うして終わった。最後の日の記述は、実

に素っ気ない。 「朝、横浜二着船ス」、これがこの日の記述の全てである。ジュネーブ

で帰国命令の電報を受け取って、56日 目のことであった。

平面的地球は、往復運動の世界だ。ところが、東へ向かっても、西へ向かっても、行

き着 く果ては出発点 とい う、循環運動の世界が始まっていた。地球は 「丸 く」て 「小

さい」世界となり、循環運動を可能にする世界へ と、19世 紀の中葉に変化 した。遠い
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「異国」は、知らず知らずの うちに、す ぐ近 くの 「異国」へと変貌を遂げていた。一方

で、万国共通に思える交通と通信の体系が出来、それ らを利用 して多 くの人々の国境を

越えた移動と、多様な情報がかつてないスピー ドで、行き交 うようになった。それは、

「文明」の勝利だろうか。それは、植民地主義の 「手先」とも、帝国主義の 「手段」 と

しても利用された。逆に、西洋中心に始まった地球を 「丸く」て 「小 さく」する運動、

あるいは衝動は、非西洋世界を巻き込むことによって、西洋中心主義 とい う枠組みでは

収ま りきれない、ある意味の 厂普遍的」システムを作 り出していった。何がグローバル

な世界であるのか。この問いには、19世 紀 も、20世 紀も、答えることが出来なかっ

た。21世 紀に生きるわれわれは、この問いに真剣に答 える必要がある。もう、後戻 り

は出来ないのだから、世界の共通のシステムと、異質の文化が、より少ないコンフリク

トで折 り合える調和点を模索する必要があるだろう。世界は、 「ちい さく」て 「まる

い」が、決 して 「おなじ」でも 「ひとつ」でもない。 しか し、同時に異質性のみを言い

募 るのは、この緊密な相互作用の中に組み込まれた 「国家」なり 「地域」が、限 りない

混乱の中に埋没することになろ う。いまの私に言えることは、性急な答えを出す前に、

歴史に学ぼ うとい うことだけだ。

追記:「 横浜 への も う一つの道」 は、2002年 にバ ンフ ・シ ンポ ジウムのた めに書 か

れた が、その主要な部分は、その後 、最 小限の修正 を加 えて、園 田英弘 『世界一周 の誕

生 一グローバ リズ ムの起源 一』(文 春 新書、2003年)の 最終章 に収録 されてい る。

参考文献:

久米邦武編 田中彰校注 『特命 全権大使米欧 回覧実記(二)』 岩波文庫1978年

久 米桂一郎 『復刻版 久米博 士九十年回顧録』宗高書房1985年

小 風秀稚 『帝 国主義下の 日本海 運一 国際競争 と対外 自立』 山川 出版社1995年

巽 孝之 『リンカー ンの世紀一 ア メ リカ大統領 たちの文学思想史』青 土社2002年

ジ ェフ リー ・ブ レイニー(長 坂寿久 ・小林宏訳)『 距離の暴虐一オー ス トラリアはいか

に歴史 をつ くったか』サイマル 出版会1980年

D.R.ヘ ッ ドリク(原 田勝正ほか訳)『 帝 国 の手先一 ヨー ロッパ膨張 と技術 』 日本 経済評

論社1989年

山 陽鉄道株式会社速水太郎訳 『英国鉄道論 』1884年(明 治27年)

横 浜 開港資料館 『世界漫遊家 たちのニ ッポンー 日記 と旅行記 とガイ ドブ ック』1996

年

RユchardA.Bartlett.7乃6ハ 彦〃(莎z4η疏γ'ノ4506勿1.紐鉱oκγげ 〃ら8ノ望〃z67彡04η1ケo〃が6717761890,

Oxfヒ)rdUniversityPress,1974.

WD.Bernard,Esq.,A.M.,Oxon.八 伽翩 勿6げ 珈 吻 解 ∫4ηグ5〃 〃彡68∫げ 孟加 ♂伽8∫ 廊'ルo吻

1840孟01843.2vols.ColburnPublisher」1844.

MaryJaneBickersteth.ノ 砂4η45既5跏 左sampsonLo罵Marston,Andcompanヌ1893・

FrankC.Bowen.」 磁∫孟oワφ 加C跏 諺読4η 劭`旗 伽 乱SampsonLo鴨Marston&:Co.,Lt(L

伽 踊4〃 き緬 η吻G・ 纏 η6劒 ∠劭 跏 移5孟8嬲 肋 η∫彡ち4η4(卍 η跏1σ 勿紘 か7勉 〃鋤 ∬

珈oゆ 、劭吻6,No.276,May1870.

BoydCable.』 飾 η伽4}勿7研 ∫孟oリノげ珈P6σ1.Nicholsonδ こWatson,1937.

126



横浜への も う一つ の道

RaγmondCushingandJe伍eyMoreau・ 珈2傭4ぎ 乃 彫7珈 ∫60η孟勿6脚 〃 勉珍〃の'オ 勘 如7ゴ41

毋 ∫勿κγげ 〃多8乃π批1～4ゴ 加46孟Pentrex,1994.

JamesPDelgado.乃(h励7忽4〃 γ 品〃.4ノ 協4万 吻6飾 ∫勿τγ げ 功6(ヵ 励 尸〃∫4(弛 〃R%5乃.

UniversityofSouthCarolinaPress,1996.

JohnKingFairbank・7勉 漉4〃4Dψ あ〃z曜γoη 功8C乃 勿4(⊃4∫ ☆:7乃6qρ6雇 ㎎ げ 功67弛4〃 乃7芬

184:2-18540xfbrdUniversityPress,1964.

GeraldS.Graham.7ん α'勿45功 がoη'陥74〃4D勿 あ〃24(γ1&ヲ0-1860.ClarendonPress ,

1978.

DanielR・Headrick7乃61加 ∫∫∫兢 既 勿oη'7劭oo叨 叨 〃〃ゴα吻o〃∫4ηグ加 卿 〃4ガo駕11わ 砺 ∬1851-

1 .945.OxfbrdUniversitアPress,1991.

FrancisE.Hyde.(勉 〃4㎡ 諺η4珈 蘭 肋.4砺 纏`1840-1973'.4研 吻1:γ げ5乃 勿 ゴ㎎4η4

伽4〃 碗1翫 η解 〃z臨TheMacmillanPress,1975.

HaroldA.Innis.Z1協 娩 γ げ 珈(勤 η4諺4η ル`φ6翫 彡如4γUniversityofTbrontoPress ,

1972.'

AndrewLambert.翫 励 ∫乃ψ∫勿7勉 〃∫ゴ彦o〃'7乃6G吻 ガo〃 げ 坊65捻4〃z翫 雌6'1815-1860 .

TheAldenPress,1984.

㎞ang-ChingLiu・ オ〃ψ ・浸〃2〃ノαzη5吻 吻∫乃ψ1～ 加 勿 彡η α'勿41862-1874.Harvard

UniversityPress,1962.

GeorgeMusk.α η磁4η 劭 ゆ 窃7乃65功 ワ ゲ 珈 劭 叨o%∫5乃 仰 呶 伽 己David&Charles ,

1989.

JohnCurtisPerrメ 盈`ノ㎎%訂 ノ4叨67彡α魏∫4〃4〃 彡6qρ6η ゴ㎎ げ 功8劭6老 が乙PraegerPublishers,

1994(『 西 へ!一 ア メ リ カ 人 の 太 平 洋 開 拓 史 』 北 太 平 洋 国 際 関 係 史 研 究 会 訳

PHP研 究 所1998年).

J・DouglasPorteous・.(勤 〃4ム劭7芬'7乃8乙 励4〃 ん 肋 〃翩6彫 げ 珈(號 〃41㎏ 乙AcademicPress,

1977.

L・T:C・Rolt・ 乃π叨彡4㎡ 痘 ηψ 叨 βγ〃〃8∠PenguinBooks,1957.

S.N.Sharma.協 勿㌘ ゲ 珈 σ吻'踟 読4η 乃 η勿 ∫ψ1肋 珈 の'61853-186り .CentralRa丑way

Press,1985,

JeanSutton.Zo泌 げ 珈 、劭 ∫あ7乃6、翫 ∫励 伽 α 〃御 戳4〃4伽5勿 ∫,ConwayMaritimePress,

1981.

127


